
昭和48年 6 月30日  

各   位   穀  

日本OR学会中国・四国支部  

支部長 佐々 木 英 治  

昭和47年度中国・四国支部事業報告、収葺決算書並びに  

昭和亜年度事業計画、収支予算、新規約送付について  

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申しあげます。  

当支部運営につきましては、日ごろ格別のご支援ご協力を賜り厚くお礼申しあ  

げます。  

さて、去る4月18日「昭和48年度定期総会」を開催し、標記につき審議承認  

されましたので、ここに同書類を同封にてお届けいたします。  

つき壊しては、何卒ご高覧の上、今後一層のご協力ご支援の程お願い申しあ  

げます。  

なお、ご報告が大変遅くれましたこせを、深くお詑び申しあげます。  

敬  具  

追信 新規約は、5月10日本部理事会で承認されま、した。   



日本OR学会中国・四国支部  

昭和47年度事業報告  

1．総  回
 
 

1
 
時
 
所
 
題
 
 

日
 
場
 
議
 
会
 
 

47．5．20（土）  

中国電力  

46年度事業報告と収支決算承認  

47年度事業計画と収支予算審議  

役 貞 承 認  

そ   の  他  

2．運営協議員会  回
 
 

1
 
時
 
所
 
 

日
 
場
 
 

47． 5．20（土）  

中
 
 

国 電 気  

47．6．17．   47．7．15  

広 島 大 学  

回
 
 

2
 
時
 
所
 
 

日
 
場
 
 

47．10．24（火）～26（木）  

岡山大学・日立ファミリーセンター（広島）  

山口大学  

ミニコソを応用した計測システム  

日立製作所 木下 敏雄・松家  敬  

（電気学会外二学会共催）  

47．10．27（金）  

中 国 電 力．  

情報処理システムのレベルアップと  

ORの役わり  

日立製作所 味 村 重 臣  

（情報処理学会共催）   

演 題  

講 師  

（2）日 時  

場 所  

演 題  

講 師  

＼  
＼＼  



5．研  究  3回  

（1）日 時  

場 所  

研究内容  

47．7．15（土）  

広 島 大 学  

◎ バリューエンジニアリングの推進と  

動幾づけについて   

広島自動車工業短期大学  

田 中  武 彦  

（日本工業経営学会共催）  

（勿 日 時  

場．所  

研究内容  

47．12．22（金）  

中 国 電 力  

◎ FORTRAN随想   

広島商科大学 田 辺  

◎ 多変量解析の応用例   

東洋工業  鈴 木 喜代司  

48．2．23（金）  

中 国 電 力  

◎ 人間工学について   

広島大学  畝  正 二  

◎ COBOLフローチャーターの開発について   

中国計算センター  

新 谷 義 明  

（3）日 時  

場 所  

研究内容  

6．見 学 会 1回  

日 時  

見学内容  

48．2．20（火）  

広島通産局における通産省TSS  

端末器の概要   



昭和47年度収支決算  

自47． 4． 1  

至48． 2． 28  

収  入  支  出   

科  目  金  額  科  目 金  額   

前期繰越金   5，206   会 合 費   1，200   

本部交付金   108，800   講演会 費   10，000  

研 究 会費   25，000  

見学会費   2，000  

通 信 費   13，840  

印 刷 費   9，250  

事 務 費   11，000  

次期繰越金   41，716   

合  計   114，006   令  計   114，006  



昭和亜年度事業計画  

1．絵  会  1 回  

2．役  員  会  2 回  

3．幹  事  会  6 回  

4．講  演  会  4 回  

広島地区 2回（中1回は本部月例講演会とし、7月に開催）  

宇部地区 1回  

岡山地区 1回  

6 回（見学会を含む。共催3回）   5．研  究  会  

6．会員の拡大推進  

7．そ   の  他  



昭和48年度収支予算  

自48．3．1  

至49． 2． 28  

収  入  支  出   

科  目  金  額  科  目   金  額   

前期繰越金   41，716   通 信 費   20，000   

本部交付金   156，000   会 合 費   5，000  

印 刷 費   20，000  

事 務 費   12，000  

講 演 会 費   50，00〔  

研 究 会 費   50，000   

予 備 費   40，716   

合  計   197，716   合  計   197，716   

注：．支部総会時の本部交付金は116，000円となっておりましたが，  

5月2日156，000円が交付されましたので，増加分40，000円  

を雑費716円とあわせ予備費と致しました。   



日本OR学会中国・四国支部  

役 員 名 簿（昭和48年度）  

英 治 （宇部興産）  

隆  史 （修道大学）  

佐々木   

柴  田   

保  留   

音  木   

石  田   

木  村  

◎権  藤  

支 部 長  

副 支 部 長  

副 軍 部 長  

支部評議員  

（50音順）  

兼 一 （広島大学）  

甫 （宇部典産）   

郎 （広島工大）  

元 （中国電力）  

左 （広島大学）  

郎 （広島大学）  

道 （三井石油化学）  

佐々木  右   

新  宮  暫  

◎広 瀬 ′ 嘉  

（転勤のため4月末日をもって辞任）   

布留川  

◎松  浦   

松  富  武   

松  野  五   

山  本 純   

渡 辺 和   

新 庄   

増  田  栄   

奥  田  好  

靖 （広島大学）  

功（四国電矛）  

推 （近畿大学）  

郎 （松山商大）  

恭 （広島大李）  

美 （国鉄広島）  

堅 （電電中国）  

次 （東洋工業）  

郎 （四国電力）  

治 （広島大学）  

志 （広島工大）  

進 （東洋工業）  

夫 （中国電力）  

郎 （近畿大学）  

雄 （電電中国）  

彦 （宇部興産）  

事  監  

幹  

◎尾  崎  

◎久保田   

粟 生  

◎住  山   

天  田  

俊
 
洋
 
 
 哲
 
三
 
 ◎服 部 幸   

藤 永 靖  

◎：新任または再任   

（そのほかは47年度からの継続）   


